
1

第１回天羽中学校保護者説明会会議録

１．日時 平成２９年１月２５日（水）１９：００開始

２．会場 市民会館

３．教育部参加者

能城教育部長、今井学校教育課長、鶴岡教育総務課長、竹谷教育センター所長、

須藤学校教育課主幹、鈴木教育センター主幹、三浦学校教育課指導主事、

財前教育センター指導主事、刈込教育総務課課長補佐、福原教育総務課主任主事

４．保護者参加者 ２０名

５．会議録 進行：鈴木教育センター主幹

発言者 発 言 内 容

能城部長

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

今井課長

保護者

鶴岡課長

保護者

１ 開会の言葉

２ 出席者紹介

３ 教育委員会あいさつ

４ 「富津市小・中学校再配置計画（案）」についての説明

５．質疑
天羽中の校舎建築期間中（湊小学校で生活している間）の部活動はどう

なるのか。

湊小のグラウンド及び体育館を使用する。また、工事期間中でも天羽中
のグラウンド、体育館は使用できるので工夫して活動していく。また、天
羽高校との合同練習も可能である。

統合は決定事項なのか。

（案）として提示しているが、保護者、地域の方に説明していく中で、
（案）を外していきたい。

なぜ、天羽中の校舎を新築するのか。

建築から 48 年たっており、校舎の老朽化や雨漏り等がある。今後、長
い期間学校としての機能を維持していくには、大規模改修より新築がよい
と判断した。

費用がかかるが、どう考えているか。
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鶴岡課長

保護者

能城部長

保護者

能城部長

保護者

須藤主幹

保護者

今井課長

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

今井課長

保護者

今井課長

どのような校舎にするかで費用が変わってくる。今後、校舎の建築検討
委員会（仮）で保護者・地域の皆さんと検討していく。

地区の若者がどんどん外に出て行き、富津市の人口が減っていく。その
対策はどう考えているのか。

「富津市まち・人・しごと総合戦略」を策定し、人口減少に歯止めをか
けようとしている。学校の跡地利用も含めて考えていきたい。

説明会の中で、人口減少への対策の部分を説明した方が不安が解消され
てよいのでは。

今後、説明していきたい。

スクールバスの計画を進めてくれているが、小中両方利用できるのか。

利用できる。よりよい運行方法について考えていく。

アンケート用紙が配られているが、賛成・反対で多数決をするのか。

どういう考えの方がどのくらいいるのかを参考にしていく。

校舎建築中は、中学生は湊小で過ごすと聞いたが、同じ校舎で過ごすのか。

小学生、中学生が過ごすエリアを分けていき、お互いに負担がないよう
工夫していく。

土・日曜日などは、少年野球等で湊小のグラウンドを使用しているが、
部活動と重なると不都合では。

土・日や夏休みは天羽中学校のグラウンド、体育館を使用していく。

部活で使う道具などはその都度運んでいくのか。

負担にならないよう配慮していく。

休み時間に小中学生が同じグラウンドで過ごすと、けが等が不安である。

グラウンドの使い方に配慮していく。

部活動がどんどん減っている。先日、天羽中に新設の部活を希望したら
先生も人数が決まっているので無理であるといわれた。

児童・生徒数に合わせて教職員の配置が決まっている。
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保護者

鶴岡課長

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

須藤主幹

保護者

今井課長

保護者

今井課長

保護者

今井課長

原田医院から学校に行くまでの道が狭く、高いところには木の枝等もあ
る。ＰＴＡでも伐採を行っているが、高いところの木は手が届かない。道
路の整備を検討してほしい。

母女の会からも要望が出ている。校舎を建設するにあたり、問題点とし
て道路整備があがってきている。市の方にも管理責任があるので、道路整
備についても検討していく。

スクールバスは現在、電車で通っている金谷の生徒は利用できるのか。

利用できる。

部活動の時間に対応してくれるのか。

部活をやっている生徒、いない生徒、小学校の低学年、高学年など、そ
れぞれの時間に対応していく。

スクールバスは新入生にも対応してくれるのか。

対応する。

土・日の部活動にも対応するのか。

土・日だけでなく、夏休みの部活動にも対応していく。

P13 にある登下校の安全確保ア、イ、ウとは具体的にはどんなことか。

統合に伴い遠距離通学になった場合は、スクールバスで対応していく。
現在、夏休みは定期代が補助されていないが、夏休み等もスクールバスを
出すことで保護者の負担を解消していく。

学校でかかる年間の経費はどれくらいか。

学校規模によって違うが約 1,300 万円かかっている。

統合することによって、経費はどれくらい違うのか。

スクールバスを運行するなどの経費がかかるが、1校あたり 300 万～400
万円軽減となる。

旧関豊小のアンケートは良いことばかり書いてあるが、統合してどうな
のか。

資料に提示してある。子供は人数が増えてうれしいという声が多かっ
た。保護者からは地域で遊ばなくなった、特色ある活動が減ったのではな
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いかという意見もあった。

６．閉会の言葉


